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神経心理学 
【科目名】神経心理学 【担当教員】佐藤厚 

(メールアドレス) 
a.satou@nur05.onmicrosoft.com 
(オフィスアワー) 
佐藤（月～金、木曜日除く） 

【授業区分】 
専門分野(基礎心理学) 

【授業コード】 
6-34-2030-0-1 

【開講時期】3・4 年 【選択必修】必修 
【単位数】2 単位 【コマ数】15 コマ 
【注意事項】 
(受講者に関わる情報・履修条件) 中枢神経系について理解を深めておくこと。 
(受講のルールに関わる情報・予備知識) 資料、講義ノートを配布・使用するが、教科書をあらかじめ読ん
で予習しておくこと。随時発言を求め、知識の整理を行う。 
【講義概要】 
(目的) 
将来、リハビリテーション医療に従事した場合、発達障害、認知症、失語、失行、失認等の障害を 
もつ患者さんに対応していかなければならない。可塑的神経機構に関する理解を深め、脳損傷後におけるそ 
の再獲得（リハビリテーション）、および発達過程における支援等について、学習者自らがその具体的な方 
策を考案できるようになることを目指す。 
(方法) 
本講義では、健常者および脳損傷の患者を対象とした基礎的・臨床的事実に基づく、高次脳機能を 
支配する脳の神経機構、およびそれらの機能に関する最新の知見を紹介していく。 
【一般教育目標(GIO)】 
・神経心理学の概論について習得することを目標とする。 
【行動目標(SBO)】 
・神経心理学について概要を説明できる。 
【教科書・リザーブドブック】 
田川皓一、佐藤睦子 「神経心理学を理解するための 10 章 振興医学出版、2004 年 \5,250 
【参考書】 
山鳥重 「神経心理学入門」医学書院、1985 年 \6,912 
【評価に関わる情報】 
(評価の基準・方法) 
成績評価基準は本学学則規定の GPA 制度に従う。 
評価は演習に取り組む態度、講義終了後の筆記試験にて行う。 

【達成度評価】 試験 小 
テスト レポート 成果 

発表 実技 ポート 
フォリオ その他 合計 

総合評価割合 80      20 100 点 
評
価
指
標 

取り込む力・知識 40       40 
思考・推論・創造の力 40       40 
コラボレーションとリーダーシップ         
発表力       10 10 
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学修に取り組む姿勢       10 10 
【授業日程と内容】 
回数 講義内容 授業の 

運営方法 学修課題(予習・復習) 時間
(分) 

1 神経心理学とは 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

2 神経心理学の背景因子 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

3 主要症候と責任病巣 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

4 神経心理学的症候に随伴する諸症状 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

5 神経心理学の評価 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

6 神経心理学を理解するための 
中枢神経系の解剖学 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

7 神経心理学の画像診断 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

8 神経心理症候を呈する疾患 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

9 神経心理学の局在診断 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

10 リハビリテーションと予後 講義 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

11 症例研究 失語症 講義・演習 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

12 症例研究 失行・失認 講義・演習 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

13 症例研究 （行政的）高次脳機能障害 講義・演習 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

14 症例研究 認知症 講義・演習 予習・復習を必ず行うこと 30 分 

15 講義のまとめ 講義・演習 予習・復習を必ず行うこと 30 分 
※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 
※ここに示す学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の 3 倍)に含むべき時間を示します。 




